
記者発表資料 

                                     平成３０年４月１３日 

                                     酒田河川国道事務所 

 

《地域高規格道路 新庄酒田道路》 

国道 47号 余目酒田道路（庄内町廻館
しょうないまちまわたて

～酒田市
さ か た し

新堀
にいぼり

） 

開通パネル展を開催します 
～  酒田市役所 1階 フリースペースにて 4/16～4/26  ～ 

 

  

 国土交通省が事業を進めてきました、地域高規格道路新庄酒田道路の一部を構成する国道 

47号「余目酒田道路（庄内町廻館～酒田市新堀）」の延長 6.8kmは、平成 30年 3月 18日（日）

に開通いたしました。 

 事業の概要や整備効果等をまとめた開通パネル展及び地域の期待の声や開通式の様子をまと

めたビデオの上映を酒田市役所で開催します。 

  

 

１．日時    ：平成 30年 4月 16日（月） ～ 4月 26日（木）  9:00～17:00 

         （土、日、閉庁時は除きます。16日は 11:00から、26日は 15:00まで） 

 

２．場所    ：酒田市役所 １階 フリースペース 

         （〒998-8540 酒田市本町二丁目 2-45） 

 

３．内容    ：①余目酒田道路開通パネル展 

          ・事業概要 ・整備効果 等 

         ②ビデオ上映 

          ・余目酒田道路への地域の期待の声 

          ・開通式（平成 30年 3月 18日開催）の映像 

 

４．その他   ：①のパネルの一部については、道の駅「しょうない」でも常設されています。 

         ②については、道の駅「しょうない」、庄内町新産業創造館「クラッセ」でも 

         上映する予定です。 

 

 

発表記者会〈 酒田記者クラブ、鶴岡記者会 〉 

 

【問い合わせ先】 

                 ○国土交通省 東北地方整備局 酒田河川国道事務所 

                    酒田市上安町一丁目 2-1    TEL 0234（27）3331（代表） 

 

      副所長    大友 武彦（内線 205） 

 

      調査第二課長   岸田 正也（内線451） 

きしだ まさや 

おおとも たけひこ 



余目酒田道路概要

余目酒田道路は、新庄酒田道路の一部を
構成し、一般国道７号・４７号の渋滞緩
和、災害時の緊急輸送路の確保及び救急
医療体制の充実等を図るとともに、庄
内・最上両地域の連携強化の促進が期待
される道路です。

地域高規格道路
一般国道４７号

位置図

新庄酒田道路の整備による所要時間の短縮
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● 計画路線指定（新庄酒田道路）
● 調査区間指定
● 整備区間指定
● 着工準備個所指定
● 都市計画決定
● 事業着手
● 一部開通（酒田市新堀～東町）
● 全線開通

区 間

延 長
標準幅員

構造規格
設計速度

● 起点 山形県東田川郡庄内町廻館
● 終点 山形県酒田市東町
● 12.7 km
● 自専道区間 20.5m～22.0m（暫定13.5m）
● 一般道区間 21.0m～39.0m
● 第１種第３級、第３種第１級
● 80 km/h

余目酒田道路

今回
開通区間

6.8km
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その他（廃土砂、牛皮（再生資源）、中古重機など）
鉄鋼スラグ
中古品（自動車関係）
古紙
廃プラスチック
金属くず
石炭灰

(万トン)

➤酒田港におけるリサイクル貨物取扱量

・重要港湾の酒田港は、「リサイクルポート」の指定

に伴い、リサイクル関連の企業立地が促進されまし

た。

・リサイクル貨物取扱量は増加傾向であり、国道４７

号は内陸方面のリサイクル物流を支えています。

現 状

・新庄酒田道路の整備により物流の効率化が図られ、

リサイクル産業の発展が期待されます。

全線開通への期待

➤酒田港後背地における
リサイクル関連企業の立地件数
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・人口減少社会において、リサイクル産業を持続させていく
ためには、高規格道路を有効に活用しながら事業エリア
の拡大を図っていくことが必要です。

酒田港リサイクル貨物取扱業者の声

出典：酒田市資料

(件※累計値)

「日本海側拠点港
(リサイクル貨物)」に指定(H23)

約2.5倍
(H15→H29)

「総合静脈物流拠点港
(リサイクルポート)」に指定(H15)

出典：H13～H26：山形県資料
将来推計値：酒田港港湾計画(H18.7)

「日本海側拠点港(リサイクル貨物)」に指定(H23)

酒田港

新庄酒田道路

高屋
道路

新庄古口
道路

今回
開通区間
L=6.8km

余目酒田
道路

➤国道47号が支えるリサイクル物流

酒田港

出典：

※酒田港周辺のリサイクル関連企業18社のうち9社が回答
※自動車で移出入されるリサイクル貨物のうち代表的な品目について、各事業所から回答を得たもの

輸 出：酒田港統計年報
移出入：H25リサイクル関連企業アンケート調査

搬入
搬出
輸出

《 ﾘｻｲｸﾙ貨物 》
○金属
○ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
○古紙 など

E7
E48

７

青森・秋田
方面

宮城県・
福島県方面

宮城・福島・
関東方面

新潟方面

韓国

中国

E7

112

47

搬出の約９割が
国道47号を利用

出典：H27 リサイクル貨物取扱業者ヒアリング結果

酒田港へのアクセス性が向上
リサイクル産業拠点の発展に寄与
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四ツ興野 酒田中央
小牧

酒田中央IC

余目
余目東

国道47号 余目酒田道路 L=12.7㎞

新堀～東大町 L=5.9㎞ H27.11開通 廻館～新堀 L=6.8㎞ 今回開通区間

現道活用区間
L=1.2㎞

７

47

余目土堤下交差点
(町)下梵天塚・
上猿田線交差点

新堀交差点

(市)新堀余目線交差点

下朝丸交差点

廻
館

東
大
町

新
堀

広田IC

新堀

開通前 開通後

Before

人対車両

2件 (2%) 正面衝突

4件 (5%)

追突

50件

(59%)

出会い頭

8件

(9%)

右折時

7件

(8%)

左折時

3件

(4%)

その他車両

相互 8件

(9%)

車両単独

3件 (4%)

H24～H27
国道47号現道区間

死傷事故件数
85件

沿線施設からの出入り交通で
錯綜する国道47号
（庄内町余目地区）

・国道４７号庄内町余目地区については、地元住民と通過交通の利用が

混在しており、沿道商業施設への出入りや渋滞等に起因する追突事

故が多く発生しています。

現 状

・開通済みの区間では、交通がバ

イパスに転換することで現道の

交通事故が減少しており、全線

開通により余目地区の並行区間

においても交通事故の減少が期

待されます。

全線開通への期待

沿道出入りによる
車両が主な要因

出典：イタルダデータ
（H24-H27）

：死傷事故発生箇所
（H24～H27）

➤国道47号現道区間の
事故類型別発生状況

開通前
（H27.10.20）

開通1年後
（H28.11.8）

117
73

＜交通量の推移＞

４割減少

出典：酒田河川国道事務所
交通量実測結果

出典：ITARDAデータ（H24～H27）
警察事故原票データ（H28）

H24 H25 H26 H27 H28

3

8
6 4 2

開通前と
比較し

減少傾向

開通済みの並行区間では事故が減少！

余目酒田道路開通
（Ｈ27.11.14）

撮影位置

＜交通事故の変化＞

沿道施設出入りによる
交通事故の減少に期待

庄内町の安全を守る！
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新庄市内

相馬楼

銀山温泉

新庄酒田道路 延長約50km

酒田港

加茂水族館

山居倉庫

羽黒山
最上川舟下り 鳴子峡

日沿道（あつみ温泉IC～鶴岡JCT）
整備前の酒田港からの周遊範囲

日沿道（あつみ温泉IC～鶴岡JCT）
整備後の酒田港からの周遊範囲（現在）

あつみ温泉IC

鶴岡JCT

想定される周遊ツアー例
（新庄酒田道路整備後）

金沢港

青森港

E7

E7
E48

E48

E48

E13

E13

E7

東
北
中
央
道

今年度
開通区間
L=6.8km

余目酒田
道路

H19 H22 H24 H28 H29 H30

1回 2回 4回 4回 5回 3回

1回 4回

海外
国内

➤新庄酒田道路整備後の周遊エリア変化（イメージ）

➤酒田港へのクルーズ船寄港回数

・新庄酒田道路等の整備に伴う観光周遊エリアの更なる拡大により、酒田港寄港の魅力向上が期待されます。

全線開通への期待

・平成29年8月に酒田港初の外国クルー

ズ船が寄港し、平成３０年度も寄港が

さらに増加予定です。

・日沿道の整備に伴い、酒田港を起点と

する観光周遊エリアが拡大しています。

現 状

H30年は外国クルーズ船が
過去最大の計４回寄港予定

➤初寄港の外国ク
ルーズ船のオプショ
ナルツアーバスが余
目酒田道路を利用

出典：酒田市アンケート 調査、酒田市ＨＰ
※ H30年は2018/3/31のHP情報

出典：
日沿道整備前：にっぽん丸オプショナルツアー（H17.9.17）
日沿道整備後：飛鳥Ⅱオプショナルツアー（H27.8.29）
新庄酒田道路整備後：オプショナルツアー企画会社ヒアリングによる
※周遊範囲：各日程のツアーで訪れる観光地のうち、

酒田港から離れた観光地を結んだもの

酒田港を起点とする
観光周遊活性化に期待

外国クルーズ船が初寄港！

（予定）
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